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学習指導書 デジタル教科書

※ 学習指導書はこれからの制作となりますので，今後，内容の変更が生じることがあります。

※ デジタル教科書はこれからの制作となりますので，今後，内容の変更が生じることがあります。

指 導 書 名 称 掲 載 内 容

セ
ッ
ト
販
売

授業実践編 授業に持って行って使用できる， 特に授業の際に必要な情報を掲載します。
見開きごとに教科書の縮刷版を配置し， その回りに， ①本時の目標 ②学習
の流れ ③指導のポイント ④板書例 ⑤内容解説 ⑥評価のポイント ⑦その他
資料 などを掲載します。

指導計画･評価編 3年間を見通した多様な指導計画, 評価の例や， テスト問題について掲載し
ます。

授業事例編 全国の先生方による多様な授業事例を， 内容ごとにご紹介するものです。で
きるだけ多くの事例を掲載します。

内容編（４冊） ４つの内容（Ａ材料と加工， Ｂエネルギー変換， Ｃ生物育成， Ｄ情報）につ
いて１冊づつ作成し， 各内容の詳細について掲載します。学習項目ごとに，
指導細案， 目標と評価， 参考， 研究資料などを詳しく掲載します。

1時間ごとの
解説編

これから教科について深めていかれる先生をサポートさせていただくもの
として，３年間を通してそのまま使用することができる指導例・授業例・資
料を掲載する指導書です。「年間指導計画」，「全授業の授業例」，「実習例の
手順」，「指導方法」などを， 一つの例で通して掲載します。具体的に，教科
書のどの部分を使用すれば良いのかについても分かるようにします。

データ集ＣＤ－ＲＯＭ 「指導計画･評価編」で掲載した指導計画や評価のデータ， テスト問題例，
教科書に掲載されている実習データ， 記入用紙などをデータとして収録しま
す。先生がご自身の授業内容に合わせて， データを変更していただくことも
できるものです。

別
売

デジタル教科書

プロジェクタや電子黒板を使用して映し出していただく， 教科書の全ページ
のイメージと各種コンテンツを収録したデジタル教科書です。画面上への
書き込みやマーキングはもちろんのこと， 収録コンテンツとしては
①教科書図版 ②内容説明用コンテンツ各種（動画， PPT， htmlなど） ③板
書例（PPT） ④実習用データ などがあります。
右ページもご参照下さい。

複写編
(CD-ROM付)

授業や宿題などとして使用できるワークシートを多数収録します。付属デ
ータＣＤ－ＲＯＭには， ワークシートのデータをＷｏｒｄデータとして収録
します。先生がご自身の授業内容に合わせて， データを変更していただくこ
ともできます。

● 学習指導書ラインナップ一覧（予定）

New

New

学習指導書には，先生方のお役に立てるような内容をたくさん掲載します。
ベテランの先生から，これから教科について深めていかれる先生まで，必
要に応じて使用していただける指導書です。

プロジェクタや電子黒板を使用して映し出していただく，教科書の全ペー
ジのイメージと各種コンテンツを収録したデジタル教科書です。

デジタル教科書の画面イメージ例

この他にも，多種多様なコンテンツを収録できるように，計画進行中です。

画面上への書き
込みやマーキン
グもできます。教科書イメージの

拡大・縮小，マー
カー・色鉛筆・消
しゴム，ページ送
りなどの基本機能
のツールバーです。

デジタル教科書の
インデックスを表
示させることがで
きます。

動画コンテンツの例

3Dモデルのコンテンツの例

板書例コンテンツの例

製図用コンテンツの例



44

観
　

点
評

　
価

観
　

点
評

　
価

学
習

指
導

要
領

と
の

関
連

●
各

内
容

は
，

学
習

指
導

要
領

の「
技

術
・

家
庭

科
の

目
標

」及
び「

技
術

分
野

の
目

標
」，

「
技

術
分

野
の

内
容

」，
｢指

導
計

画
の

作
成

と
内

容
の

取
扱

い
｣に

準
拠

し
て

い
て

，
適

切
で

あ
る

。
●

実
践

的
・

体
験

的
な

学
習

活
動

を
通

し
て

，
生

活
を

よ
り

よ
く

し
よ

う
と

す
る

意
欲

を
引

き
出

し
，

自
ら

問
題

を
見

出
し

，
課

題
を

設
定

し
て

解
決

を
図

る
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
，

よ
く

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

内
容

の
正

確
性

●
各

内
容

は
，

本
文

，
図

・
イ

ラ
ス

ト
・

写
真

な
ど

，
い

ず
れ

も
正

確
で

，
極

め
て

分
か

り
や

す
く

丁
寧

に
記

述
さ

れ
て

い
る

。

持
続

可
能

な
社

会
，

循
環

型
社

会
へ

の
配

慮

●
ガ

イ
ダ

ン
ス（

p.
10

～
11

）を
は

じ
め

，
個

々
の

学
習

場
面

や
各

内
容

の
最

後
で

取
り

扱
い

，
学

習
活

動
や

生
活

の
中

で
環

境
を

大
切

に
す

る
実

践
的

態
度

が
身

に
つ

く
よ

う
に

，
細

か
い

配
慮

が
さ

れ
て

い
る

。
(本

文
で

は
p.

24
，

30
，

84
，

95
，

16
7 

他
)

内
容

の
範

囲
・

程
度

，系
統

性

●
生

徒
の

生
活

経
験

や
発

達
段

階
及

び
授

業
時

数
な

ど
を

十
分

考
慮

し
て

範
囲

や
程

度
が

定
め

ら
れ

て
お

り
，

各
内

容
の

系
統

性
も

極
め

て
適

切
で

あ
る

。
●

各
内

容
の

範
囲

は
，

学
習

指
導

要
領

に
適

合
し

て
い

て
，

生
徒

の
生

活
経

験
に

十
分

配
慮

し
，

授
業

時
数

な
ど

の
学

校
事

情
や

生
徒

の
実

態
に

も
弾

力
的

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
●

各
内

容
の

程
度

は
，

本
文

・
課

題
・

図
表

・
写

真
な

ど
，

い
ず

れ
も

生
徒

の
心

身
の

発
達

段
階

に
適

応
し

て
い

る
。

●
各

内
容

の
系

統
性

は
，

基
礎

・
基

本
の

習
得

か
ら

応
用

・
発

展
的

な
学

習
へ

と
系

統
的

に
展

開
さ

れ
て

お
り

，
極

め
て

適
切

で
あ

る
。

伝
統

的
技

術
へ

の
配

慮

●
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
ペ

ー
ジ

で
は

，
日

本
の

伝
統

技
術（

p.
5，

7）
や

日
本

の
も

の
づ

く
り

の
歴

史（
p.

6，
18

～
19

）を
取

り
上

げ
て

い
る

ほ
か

，
本

文
で

は「
さ

ま
ざ

ま
な

加
工

と
組

立
て

」（
p.

82
）の

中
で

曲
げ

わ
っ

ぱ
や

日
本

刀
の

鍛
造

な
ど

を
取

り
上

げ
る

な
ど

，
生

徒
の

関
心

を
引

き
出

そ
う

と
し

て
い

る
。

科
学

的
視

点
へ

の
配

慮
●

各
題

材
と

も
，

科
学

的
な

芽
を

育
て

る
配

慮
が

十
分

に
さ

れ
て

い
て

，
極

め
て

適
切

で
あ

る
。

(p
.2

6～
29

，
35

，
56

，
60

 他
)

情
報

モ
ラ

ル
へ

の
配

慮

●
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
，

情
報

モ
ラ

ル
の

大
き

く
２

つ
の

内
容

に
分

け
て

，
各

６
ペ

ー
ジ

ず
つ

の
合

計
１

２
ペ

ー
ジ

で
系

統
立

て
て

ま
と

め
，

本
文

中
で

は「
情

報
モ

ラ
ル

Li
nk

」マ
ー

ク
で

こ
れ

ら
の

ペ
ー

ジ
を

参
照

で
き

る
よ

う
に

配
慮

し
て

あ
り

，
極

め
て

適
切

で
あ

る
。

内
容

の
選

択
・

扱
い

●
各

内
容

と
も

，
学

習
指

導
要

領
に

示
さ

れ
て

い
る「

技
術

分
野

の
内

容
」

及
び「

内
容

の
取

扱
い

」に
照

ら
し

て
，

選
択

・
扱

い
は

適
切

で
あ

る
。

●
実

習
例

は
，

基
本

と
な

る
実

習
か

ら
参

考
・

応
用

的
な

も
の

ま
で

，
男

女
生

徒
が

い
ず

れ
も

関
心

と
意

欲
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

よ
う

な
多

様
な

例
が

扱
わ

れ
て

い
て

適
切

で
あ

る
。

●
本

文
は

，
特

定
の

事
項

・
事

象
・

分
野

な
ど

に
か

た
よ

る
こ

と
な

く
，

全
体

と
し

て
調

和
が

と
れ

て
い

る
。

●
人

権
や

男
女

平
等

に
つ

い
て

も
，

細
か

な
配

慮
を

し
た

取
扱

い
が

な
さ

れ
て

い
る

。

発
展

的
な

学
習

内
容

●
生

徒
の

意
欲

や
興

味
・

関
心

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

に
，「

発
展

」マ
ー

ク
を

付
し

，
本

文
と

関
連

づ
け

て
無

理
な

く
配

置
さ

れ
て

い
る

。
(p

.1
02

，
12

6)

表 記 ・ 表 現
扉

●
各

内
容

の
扉

は
，

文
字

や
写

真
・

イ
ラ

ス
ト

な
ど

に
よ

っ
て

学
習

の
め

あ
て

や
流

れ
が

分
か

り
，

学
習

へ
の

意
欲

づ
け

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

て
，

効
果

的
で

あ
る

。

内
容

の
組

織
・

配
列

・
分

量

●
全

体
と

し
て

系
統

的
・

発
展

的
に

組
織

さ
れ

て
お

り
，

分
量

や
配

分
は

，
授

業
時

数
や

多
様

な
指

導
計

画
な

ど
に

適
応

で
き

る
よ

う
に

考
慮

し
て

ま
と

め
て

あ
る

。
●

各
内

容
と

も「
導

入
」→

「
基

礎
学

習
」→

「
展

開
」→

「
ま

と
め

・
評

価
」の

順
で

系
統

的
・

発
展

的
に

組
織

さ
れ

て
い

る
。

●「
学

習
の

進
め

方
」(

p.
14

)の
ペ

ー
ジ

で
技

術
の

学
び

方
が

分
か

り
，

各
内

容
の

扉
で

は
内

容
全

体
の

｢学
習

の
流

れ
」が

分
か

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

ま
た

，
適

所
に「

作
業

の
流

れ
」や

「
進

め
方

」が
俯

瞰
で

き
る

ペ
ー

ジ
(p

.2
4，

32
，

52
，

11
8，

11
9，

21
4，

21
5 

他
)が

あ
り

，
学

習
の

見
通

し
が

つ
け

や
す

い
。

●
各

学
習

項
目

で
は

，
導

入
課

題
を

設
け

て
生

徒
に

問
題

意
識

を
も

た
せ

，
自

ら
解

決
し

よ
う

と
す

る
能

力
を

養
う

よ
う

に
組

織
さ

れ
て

い
る

。
●

学
習

の
ま

と
ま

り
ご

と
に「

ふ
り

返
り

」(
p.

24
，

31
，

46
 他

)が
設

定
さ

れ
，

各
内

容
の

終
わ

り
に

は「
ふ

り
返

ろ
う

」「
生

か
そ

う
」(

p.
89

，
13

3
他

)が
設

定
さ

れ
，

自
己

評
価

及
び

生
活

へ
の

応
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
て

，
極

め
て

効
果

的
で

あ
る

。
●

本
文

内
容

は
，

基
礎

的
・

基
本

的
な

事
項

を
習

得
す

る
上

で
適

切
な

内
容

に
精

選
さ

れ
，

適
宜

学
習

を
深

め
る

小
課

題
な

ど
が

示
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
，

基
礎

・
基

本
と

応
用

・
発

展
と

を
紙

面
上

で
明

確
に

区
分

し
て

お
り

，
応

用
・

発
展

的
内

容
は

，「
参

考
」「

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

」「
発

展
」な

ど
と

し
て

示
さ

れ
，

多
様

な
指

導
に

弾
力

的
に

適
応

で
き

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

て
適

切
で

あ
る

。
●

各
学

習
項

目
は

基
本

的
に

見
開

き
単

位
で

ま
と

め
ら

れ
て

い
て

，
学

習
・

指
導

に
極

め
て

効
果

的
で

あ
る

。

表 記 ・ 表 現

図
版

イ
ラ

ス
ト

写
真

 

●
図

や
イ

ラ
ス

ト
・

写
真

は
，

本
文

内
容

の
理

解
を

助
け

る
資

料
と

し
て

，
ま

た
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
手

が
か

り
と

し
て

よ
く

工
夫

さ
れ

，
表

現
の

し
か

た
や

分
量

・
大

き
さ

な
ど

極
め

て
適

切
で

あ
る

。

マ
ー

ク
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー

●
マ

ー
ク

や
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
は

，
生

徒
が

関
心

・
意

欲
を

持
っ

て
主

体
的

に
楽

し
く

学
習

を
進

め
る

の
に

，
大

変
効

果
的

で
あ

る
。

　（
前

見
返

し
～

p.
1

の
マ

ー
ク

の
説

明
 他

）

レ
イ

ア
ウ

ト
●

レ
イ

ア
ウ

ト
は

，
見

開
き

を
有

効
に

活
用

し
て

お
り

，
本

文
及

び
参

考
な

ど
の

資
料

と
の

区
分

も
明

確
で

，
適

切
で

あ
る

。
　

(p
.1

8～
19

，
38

～
39

，
14

0～
14

1，
17

4～
17

5
な

ど
)

爪
見

出
し

●
奇

数
ペ

ー
ジ

右
上

に
は

爪
見

出
し

が
設

け
ら

れ
，

頁
が

開
き

や
す

く
，

全
体

の
中

の
ど

こ
を

学
習

し
て

い
る

の
か

が
常

に
分

か
る

よ
う

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
，

爪
見

出
し

に
置

か
れ

て
い

る
資

料
写

真
が

生
徒

の
興

味
・

関
心

を
引

き
出

す
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

ペ
ー

ジ
下

●
各

ペ
ー

ジ
の

下
部

に
は

豆
知

識
が

設
け

ら
れ

て
い

て
，

生
徒

が
興

味
・

関
心

を
も

ち
，

さ
ら

に
知

識
を

習
得

で
き

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

て
，

極
め

て
効

果
的

で
あ

る
。

造 本 ・ 体 裁

表
　

　
紙

●
表

紙
は

，「
技

術
分

野
」の

学
習

内
容

を
示

唆
す

る
内

容
が

，
楽

し
く

夢
の

も
て

る
イ

ラ
ス

ト
で

表
現

さ
れ

て
お

り
，

色
彩

も
カ

ラ
フ

ル
で

生
徒

の
関

心
・

意
欲

を
喚

起
し

，
数

年
間

に
わ

た
っ

て
使

用
す

る
の

に
ふ

さ
わ

し
い

表
紙

で
あ

る
。

印
　

　
刷

●
印

刷
は

全
頁

カ
ラ

ー
印

刷
で

美
し

く
，

印
刷

イ
ン

キ
は

環
境

に
配

慮
し

た
イ

ン
キ

が
採

用
さ

れ
て

い
て

，
極

め
て

適
切

で
あ

る
。

ま
た

，
色

覚
特

性（
カ

ラ
ー

バ
リ

ア
フ

リ
ー

）に
も

配
慮

さ
れ

て
い

る
。

基
礎

・
基

本
的

事
項

の
扱

い

●
各

内
容

と
も

，
基

礎
的

・
基

本
的

な
事

項
が

習
得

で
き

る
よ

う
に

，
要

点
を

押
さ

え
て

系
統

的
か

つ
詳

し
く

丁
寧

に
記

述
さ

れ
て

お
り

，
極

め
て

効
果

的
で

あ
る

。
●

写
真

や
図

版
は

分
か

り
や

す
く

，
必

要
な

箇
所

で
は

，
生

徒
が

あ
た

か
も

自
分

が
作

業
を

し
て

い
る

よ
う

に
見

え
る

ア
ン

グ
ル

で
撮

影
し

た
写

真
や

図
版

が
使

用
さ

れ
て

い
る

な
ど

，
理

解
を

促
す

た
め

の
工

夫
が

よ
く

な
さ

れ
て

い
る

。
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用
　

　
紙

●
用

紙
は

，
環

境
・

資
源

に
配

慮
し

た
用

紙
が

採
用

さ
れ

て
い

て
，

さ
ら

に
写

真
や

色
彩

の
再

現
が

よ
く

，
薄

く
て

丈
夫

な
も

の
が

採
用

さ
れ

て
い

る
。

製
　

　
本

●
製

本
は

堅
牢

な
針

金
と

じ
で

，
長

期
の

使
用

に
耐

え
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

総
括

●
全

体
と

し
て

， 
内

容
の

範
囲

・
程

度
・

選
択

・
扱

い
は

適
切

で
， 

組
織

・
分

量
や

内
容

の
取

り
扱

い
， 

表
記

・
表

現
な

ど
で

， 
細

か
な

工
夫

が
見

ら
れ

る
。

●
各

内
容

は
， 「

導
入

」→
「

基
礎

学
習

」→
「

展
開

」→
「

ま
と

め
・

評
価

」の
順

で
構

成
さ

れ
， 

各
段

階
と

も
生

徒
の

興
味

・
関

心
・

意
欲

を
高

め
な

が
ら

， 
問

題
解

決
的

な
学

習
が

無
理

な
く

展
開

で
き

， 
系

統
的

な
学

習
が

進
め

ら
れ

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

主
体

的
に

学
ぶ

力
， 

創
意

工
夫

す
る

力
を

養
い

， 
か

つ
家

庭
生

活
や

社
会

生
活

で
応

用
・

実
践

し
て

い
く

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

と
技

術
が

習
得

で
き

る
よ

う
に

配
慮

さ
れ

て
い

て
， 

極
め

て
適

切
で

あ
る

。
●

安
全

教
育

や
環

境
教

育
， 

伝
統

文
化

， 
科

学
的

視
点

， 
情

報
モ

ラ
ル

な
ど

も
， 

総
合

的
な

取
り

扱
い

だ
け

で
な

く
， 

そ
れ

ぞ
れ

個
々

の
学

習
場

面
と

関
連

づ
け

て
随

所
に

取
り

上
げ

て
あ

り
， 

実
践

的
で

極
め

て
効

果
的

で
あ

る
。

●
爪

見
出

し
や

デ
ザ

イ
ン

･レ
イ

ア
ウ

ト
， 

印
刷

・
造

本
な

ど
に

も
， 

細
か

な
配

慮
が

さ
れ

て
い

て
大

変
効

果
的

で
あ

る
。

※
学

習
指

導
要

領
の

AB
CD

の
レ

ベ
ル

を「
内

容
」と

記
し

て
い

ま
す

。

こ
の

評
価

一
覧

の
デ

ー
タ

， 
お

よ
び「

各
内

容
の

特
色

」の
デ

ー
タ

は
， 

以
下

の
W

eb
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

ま
す

。
ht
tp
://
w
w
w
.k
ai
ry
ud

o.
co
.jp

/g
iju

ts
u/
h2

4
文

部
科

学
省

検
定

済
教

科
書
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開

隆
堂

　
／

　
技

術
72

3  

平
成

24
年

度
用

 中
学

校
「

技
術

・
家

庭
」

技
術
分
野

新
教
科
書
の
観
点
別
評
価
一
覧
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